
（別紙３）

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 22 （回答者数） 22

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

作業活動の目的が明確に伝わるように、ご家族にもしっかり
と伝えていく。

2

取り組んだ研修を、スタッフ間で振り返りの活動も検討した
い

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

契約時にマニュアルの説明。ホームページに安全計画を掲載
する。

2

契約時や個別支援計画書の説明のタイミングで、個人情報の
取り扱いの説明を再度丁寧に行っていく。

3

利用者様が楽しく過ごせることができる 利用者様の課題を取りこぼさないようにサーキット活動や机上
課題、制作など集団活動に取り入れている。

職員の資質向上のための研修 全てのスタッフが均一に研修を受けることが出来るようにオン
ライン研修を行っている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

マニュアルや災害時の対応などがあることが周知されていない
（発信力不足）

契約時に実際にマニュアルや災害時の対応などを伝えていな
い。またホームページなどで公表していない。

個人情報の取り扱いについての対応が不十分（ご意見に内容は
記載されていなかったが「わからない」の回答があった。）

どのように個人情報が管理されているか、契約時の説明では不
十分だった。

令和7年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年5月20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援sakura

○保護者評価実施期間 令和7年3月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


